
        

相
承
（
そ
う
じ
ょ
う
）
と
は
、
仏
さ

ま
の
み
教
え
を
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
絶

え
る
こ
と
な
く
正
し
く
受
け
継
ぎ
、
さ

ら
に
次
の
代
へ
と
そ
れ
を
き
ち
ん
と

伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。 

正
伝
の
み
教
え
が
、
今
日
ま
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
有
難

さ
と
、
そ
れ
を
未
来
に
向
け
て
伝
え
続

け
て
い
く
こ
と
の
意
義
の
重
さ
を

我
々
は
深
く
噛
み
し
め
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

今
年
は
、
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山

韶
碩
禅
師
六
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要

の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
両
大
本
山
永

平
寺
、
總
持
寺
の
開
祖
だ
け
で
な
く
、

そ
の
次
の
住
職
の
法
要
も
五
十
年
ご

と
に
行
う
こ
と
が
曹
洞
宗
の
大
き
な

特
徴
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

   

そ
の
峨
山
禅
師
の
六
百
五
十
回
忌
大
法

要
に
あ
た
り
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
『
相
承
』
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
年
は
六
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
に
加

え
、
当
山
で
は
原
爆
慰
霊
法
要
、
先
住
忌
法

要
も
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。
教
え
が
今
日
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
有

難
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

私
自
身
も
住
持
職
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
教
え
を
未
来
に
向
け
て
『
相
承
』
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

    

以
前
よ
り
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
庫

裡
の
屋
根
改
修
に
つ
い
て
役
員
会
で
協
議

を
重
ね
ま
し
た
。 

別
紙
、
費
用
捻
出
に
つ
い
て
の
文
面
に
て

詳
細
を
ご
確
認
頂
き
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

当
山
二
十
世
菊
島
奕
仙
大
和
尚
が 

第
一
生
命
広
島
支
社
長
の
立
場
で
あ

っ
た
時
の
保
険
金
支
払
い
活
動
が
新

聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
掲
載
を
さ

れ
ま
し
た
。 

当
山
も
八
月
六
日(

木)

、
広
島
の
原

爆
の
日
に
原
爆
慰
霊
碑
の
前
で
法
要

を
行
い
ま
し
た
。
第
一
生
命
関
係
者
を

は
じ
め
五
十
名
以
上
が
参
加
す
る
法

要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
島
奕
仙

大
和
尚
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
と

原
爆
慰
霊
碑
の
全
文
を
別
紙
に
て
ま

と
め
ま
し
た
の
で
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

            

 

八
月
六
日(

木)

法
幢
院
主
催
の
子
ど

も
禅
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曹

洞
宗
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
人
権
・

環
境
・
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
原
爆
慰
霊

法
要
参
加
、
坐
禅
、
読
経
、
流
し
そ
う

め
ん
、
作
務
、
環
境
学
習
な
ど
様
々
な

体
験
を
し
ま
し
た
。 

来
年
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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事
業
に
つ
い
て 

戦
後
七
十
年
と 

菊
島
奕
仙
大
和
尚 

 

 

子
ど
も
禅
の
集
い
開
催 

 

  

原爆投下の時間にあ

わせ午前 8 時から法

要をおこなう  → 

⇐ 本堂西側にある

原爆慰霊碑に献花 

 

 

 

１５名の子供が

参加しました 

 

曹
洞
宗
山
梨
県
宗
務
所
主
催 



   

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
十
一
時
よ
り
奕

鳳
準
一
大
和
尚
の
十
三
回
忌
法
要
を
山
梨

市
永
昌
院
大
方
丈
、寺
族
松
山
と
き
子
七
回

忌
法
要
を
甲
府
市
東
勝
寺
大
方
丈
導
師
の

も
と
、
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。 

 

法
要
に
は
親
族
は
じ
め
、
総
代
の
方
々
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

十
一
月
二
十
四
、
二
十
五
日
に
曹
洞
宗
山

梨
県
宗
務
所
主
催
の
旅
行
へ
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
県
内
各
地
か
ら
集
ま

り
、
法
幢
院
か
ら
は
六
名
が
参
加
し
全
員
で

約
八
十
名
が
早
朝
よ
り
バ
ス
三
台
に
分
か

れ
一
泊
二
日
の
旅
へ
出
発
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
曹
洞
宗
の
大
本
山
「
總
持
寺
」

の
二
祖
峨
山
禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
の
特

別
法
要
へ
参
加
し
、
参
加
者
の
先
祖
代
々
の

供
養
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
昼
食
は
總
持
寺
の
僧
侶
が
作
る
精
進

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
真
言
宗
智
山
派
の
大
本
山
「
川

崎
大
師 

平
間
寺
」
を
参
拝
し
一
日
目
は
終

了
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
日
蓮
宗
の
大
本
山
「
池
上 

本

門
寺
」
で
法
話
を
聞
き
、
浄
土
宗
の
大
本
山

「
芝 

増
上
寺
」
を
参
拝
し
帰
路
へ
つ
き
ま

し
た
。 

  
◎
三
月
九
日(

水) 

曹
洞
宗
山
梨
県 

青
年
会
主
催 

青
山
俊
董
老
師
講
演
会 

甲
府
市
総
合
市
民
会
館
に
愛
知
専
門
尼

僧
堂
堂
長 

青
山
俊
董
老
師
を
お
招
き

し
御
法
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

入
場
は
無
料
で
す
。
チ
ラ
シ
は
後
日
、

配
布
い
た
し
ま
す
。
入
場
券
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
必
要
な
方
は
法
幢
院
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
四
月
八
日(

金) 
 

法
幢
院
主
催
行
事 

雲
龍
カ
フ
ェ 

 

法
幢
院
本
堂
に
て
十
五
時
か
ら
十
七
時
、

『
雲
龍
カ
フ
ェ
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
甲
府
市
旭
栖
院
住
職
中
込
誠
道

師
を
お
招
き
し
御
法
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

お
気
軽
に
御
来
山
く
だ
さ
い
。 

   

・
踊
石
上 

 

川
口 

利
彦
様 

 

墓
参
り
用
水
桶
、
原
爆
慰
霊
碑
花
立 

 

● 

お
焚
き
上
げ
（
お
た
き
あ
げ
） 

十
二
月
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
の
間
に
お
持
ち

下
さ
い
。 

鐘
楼
南
側
の
駐
車
場
に
て
、
読
経 

古
い
お
札
、
位
牌
（
木
・
紙
）、
縁
起
物
、 

古
い
お
仏
壇
、
飾
ら
な
く
な
っ
た
雛
人
形
、

塔
婆
な
ど
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

※
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

 

●
鏡
餅
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

十
二
月
二
十
七
日
の
お
焚
き
上
げ
後
、 

午
前
十
一
時
か
ら
餅
つ
き
を
し
ま
す
。 

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
さ
め
鏡
も
ち
を 

自
分
で
成
型
し
て
、
お
持
ち
帰
り
い
た 

だ
け
ま
す
。
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
ご 

自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
● 
除
夜
の
鐘 

 

十
二
月
三
十
一
日
（
木
） 

 

午
後
十
一
時
四
十
五
分
よ
り 

守
矢
、
ダ
ル
マ
等
の
販
売
や
温
か
い
飲
み

物
な
ど
の
振
る
舞
い
を
ご
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
先
着
一
〇
八
名
様
に
干
支
の
縁
起

物
く
じ
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
家
族
様
揃
っ
て
、暖
か
い
服
装
で
年
越

し
の
鐘
突
き
へ
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

 

● 

お
年
始
回
り 

 

一
月
四
日
（
月
）
～
一
月
七
日
（
木
）
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
年
始
回
り
予
定 

 

一
月
四
日
（
月
）
神
金
、
大
藤
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

玉
宮
、
塩
山
方
面 

 

一
月
五
日
（
火
）
県
内
檀
家
様 

 

一
月
六
日
（
水
）
～
一
月
七
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

県
外
檀
家
様 

 
 ※

法
要
な
ど
の
都
合
で
変
更
に
な
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
。 

※
喪
中
の
ご
家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
伺

い
し
ま
せ
ん
が
十
六
日
の
寺
参
り
の
折
に

お
札
等
、
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 

 

● 

新
年
寺
参
り 

一
月
十
六
日
（
土
） 

 

午
前
十
時
・
午
後
三
時
よ
り 

 

 

本
堂
に
て
読
経
、
書
院
に
て
粗
食
。 

※
御
都
合
に
合
わ
せ
て
、
御
来
山 

下
さ
い
。 

奕
鳳
準
一
大
和
尚
十
三
回
忌 

松
山
と
き
子
七
回
忌
を
終
え
て  

四
大
本
山
参
拝
旅
行 

 

 

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 

来
年
の
行
事
予
定
・
ご
案
内 

今
後
の
予
定
・
ご
案
内 

曹
洞
宗
山
梨
県
宗
務
所
主
催 

 

寄
付
感
謝
録 


